
 
 

 
         平成 15年 11月 11日 

各    位 
 

会 社 名  アールビバン株式会社 
代表者名  代表取締役社長 野澤 克巳 
（登録銘柄 コード番号７５２３） 
問合せ先   総務部長 二宮 伸夫 
（TEL ０３ － ３４０７ － ３３７１） 

 

 

平成 16 年３月期中間（連結・単独）業績予想の修正について 

 

  平成 16 年３月期（平成 15 年４月１日～平成 16 年３月 31 日）の業績予想について、平成 15 年５月 20 日付

当社「平成 15 年３月期決算短信（連結）」および同日付当社「平成 15 年３月期個別財務諸表の概要」にて発

表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

１．平成16年３月期 中間連結業績予想の修正等（平成15年４月１日～平成15年９月30日） 

                                     （単位：百万円） 

 売   上   高 経 常 利 益 当 期 利 益 

 前 回 予 想（Ａ）     ５，９００        ８７０       ４１０ 

 今 回 修 正（Ｂ） ５，７００ ８２０ △ ２０ 

 増   減   額（Ｂ－Ａ） △ ２００ △ ５０ △ ４３０ 

 増       減       率 △ ３．４％ △ ５．７％ － 

 [参  考] 前 期 実 績 

（平成15年３月期中間） 
   ６，７８８ １，０１８ ３ 

  

２．平成16年３月期 中間単独業績予想の修正等（平成15年４月１日～平成15年９月30日） 

                                     （単位：百万円） 

 売   上   高 経 常 利 益 当 期 利 益 

 前 回 予 想（Ａ）     ３，９００        ２７０       １３０ 

 今 回 修 正（Ｂ） ３，７００ １７０ △ １５０ 

 増   減   額（Ｂ－Ａ） △ ２００ △ １００ △ ２８０ 

 増       減       率 △ ５．１％ △ ３７．０％ － 

 [参  考] 前 期 実 績 

（平成15年３月期中間） 
   ４，６５４   ２３５ △ ２９３ 

 

 

 

 

  

 



３．修正理由 

 

売上高につきましては、契約高は計画どおり着地致しましたが、新作の入荷遅れによる未発送残

の増加による売上減等の理由により、前回の業績予想に対し、連結・単独ともに減収になる見込

みです。 

経常利益につきましては、前述の売上減の影響をうけ徹底したコスト削減を致しましたが、前回

の業績予想に対し、連結で50百万円減の820百万円、単独では100百万円減の 170 百万円となる

見込みです。 

中間純利益につきましては、当社は今夏に全国の松竹系約30 館で公開した手塚アニメ作品に出

資しており、興行収入が当初の計画に至らず出資金 200 百万円を償却したこと及び手塚治虫作品

の漫画著作物の版画化による前払保証料 200 百万円について、当中間期において実績と計画が乖

離し、今後も計画を達成できる見込みが無いと判断し、相殺不能と思われる部分について 160 百

万円を早期償却したことのほか、連結子会社であるタラサ志摩スパアンドリゾート株式会社にお

いて、株式会社エーエヌエー・ホテルズへの運営委託を解消し、自社運営に移行したことに伴う

違約金の発生、ホテル名称の変更による費用の増加等の理由により、前回の業績予想に対し、連

結で430百万円減の△20百万円、単独では280百万円減の△150百万円となる見込みです。 

なお、通期の業績予想の見通し（連結・単独）につきましては、中間決算発表時にお知らせする

予定です。 

以  上 

 


